
【
城　

跡
】　

城
跡
と
い
う
と
杣そ

ま
や
ま
じ
ょ
う

山
城
や
燧ひ

う
ち
が
じ
ょ
う

ヶ
城
な

ど
が
有
名
で
す
が
、
町
内
で
は
18
カ
所
の
城
跡
や
館

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
合
戦
が
起
こ
る
た
び
に

軍
事
上
の
要
と
な
る
位
置
や
、
街
道
・
峠
・
国
境

を
押
さ
え
ら
れ
る
場
所
を
選
ん
で
築
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど

が
山
中
に
築
か
れ
た

山や
ま
じ
ろ城

で
、
福
井
城
や

丸
岡
城
の
よ
う
に

天て
ん
し
ゅ
か
く

守
閣
を
持
つ
江
戸

時
代
の
城
よ
り
も
古

い
時
代
の
城
跡
で
す
。

【
町
並
み
】
江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
今

庄
に
は
、
参
勤
交
代
な
ど
で
大
名
が
滞
在
し
た
本
陣

跡
や
旅
人
が
宿
泊
し
た
旅は

た
ご籠

、
問
屋
、
酒
屋
な
ど
の

家
々
が
点
在
し
、
旧
街
道
の
両
側
に
は
深
い
軒
や
袖

壁
、
格
子
な
ど
の
伝
統
的
な
表
構
え
を
持
つ
町
屋
が

南
北
約
1.5
㎞
に
わ
た
っ
て
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
5
大
船
主
と
も
い
わ
れ
た
右
近
家

や
中
村
家
を
は

じ
め
、
多
く
の

船
頭
や
水か

こ主
を

輩
出
し
た
河
野

集
落
で
も
、
旧

道
沿
い
に
は
北

前
船
主
邸
や
土

蔵
が
残
り
、
北

前
船
廻
船
稼
業

で
繁
栄
し
た
河

野
浦
の
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

「
坂
尻
峠
」
今
昔

　

平
成
十
五
年
八
月
、
当
時
の
今
庄

町
長
沢
と
南
条
町
中
小
屋
間
に
「
杣

山
ト
ン
ネ
ル
」「
新
長
沢
橋
」
が
完

成
し
、
町
村
合
併
の
先
駆
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
た
「
た
く
ら
街
道
」
が
開
通

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
道
の
歴
史
的

意
義
や
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
地
元
民

の
情
念
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
あ
っ
た
坂
道

「
坂
尻
峠
」（
中
小
屋
坂
・
宅
良
坂
と

も
）
は
、
昔
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が

利
用
し
た
峠
道
で
あ
っ
た
。
秋
に
は

福
井
藩
や
鯖
江
藩
へ
の
年
貢
米
俵
を

背
に
し
た
牛
の
行
列
が
、
田
倉
川
を

渡
り
坂
尻
峠
を
越
え
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
夏
の
五
分
市
本
山
詣
り
に
は
、

こ
の
峠
と
次
の
牧
谷
坂
を
利
用
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
視
野
を
拡
げ
て
見

る
と
、
瀬
戸
か
ら
高
倉
峠
を
越
え
る

と
美
濃
（
岐
阜
県
）
に
通
じ
、
郡
上

藩
の
殿
様
が
、
高
倉
峠
〜
坂
尻
峠
を

越
え
て
藩
領
の
上
野
に
来
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
杣
木
俣
か
ら

池
田
の
東
俣
に
通
じ
る
大
阪
峠
（
現

在
の
国
道
四
七
六
号
）
は
水
戸
浪
士

が
通
っ
た
道
で
も
あ
る
。
こ
う
み
る

と
、
坂
尻
峠
の
あ
る
長
沢
は
多
く
の

人
々
が
行
き
交
う
所
と
な
り
、
高
札

所
（
幕
府
や
各
藩
か
ら
の
命
令
）
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
こ
の
坂
尻
峠
の
下
に
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
計
画
を
最
初
に
立
て
ら

れ
た
の
は
、終
戦
直
後
の
宅
良
村
長
・

故
神
谷
千
代
治
氏
（
長
沢
・
坂
尻
）

で
あ
っ
た
。
神
谷
氏
は
当
時
の
薩
摩

雄
次
代
議
士
と
と
も
に
こ
の
峠
に
登

り
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
必
要
性
を
陳

情
さ
れ
た
と
聞
く
。
ま
た
、
中
小
屋

の
野
村
新
氏
や
阿
久
和
の
故
嶋
﨑
小

助
元
町
議
な
ど
南
条
側
有
志
の
応
援

も
あ
っ
た
が
、
薩
摩
代
議
士
の
急
逝

な
ど
で
村
長
存
命
中
に
ト
ン
ネ
ル
は

実
現
で
き
な
か
っ
た
。
神
谷
村
長
の

遺
志
を
継
が
れ
た
次
男
和
夫
氏
は
、

県
道
中
小
屋
武
生
線
を
長
沢
ま
で
延

長
の
陳
情
を
続
け
ら
れ
、
歴
代
今
庄

町
長
の
ご
努
力
も
あ
っ
て
つ
い
に
平

成
十
五
年
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
神

谷
父
子
二
代
、
六
十
年
の
夢
が
実
現

し
た
。
開
通
式
に
、
和
夫
氏
が
父
の

遺
影
を
胸
に
出
席
さ
れ
た
姿
が
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
神
谷
村
長
と
同
郷

で
親
交
の
あ
っ
た
敦
賀
市
の
伊
藤
助

春
氏
（
飯
田
義
基
編
集
「
私
達
の
郷

土
・
宅
良
の
里
」
の
中
で
坂
尻
峠
の

思
い
出
を
書
か
れ
て
い
る
）
も
、
和

夫
氏
の
案
内
で
現
地
を
見
学
、
感
涙

を
流
さ
れ
た
と
聞
く
。 増

澤 

善
和

伝えたい

　

美
し
い
自
然
と
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
文
化
遺
産
を
持
つ
南

越
前
町
。
先
人
の
豊
か
な
感

性
と
た
ゆ
み
な
い
努
力
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
れ
ら
の

歴
史
は
町
の
財
産
で
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
町
の
歴
史

や
文
化
を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

【
歴
史
の
道
】
南
越
前
町
は
、
古
く
か
ら
北
陸
と

京
の
都み

や
こ

、
あ
る
い
は
越
前
と
若
狭
を
結
ぶ
陸
路
、

海
路
の
要よ

う
し
ょ
う衝

で
し
た
。

　

陸
路
で
は
、北
陸
の
幹
線
道
で
あ
る
北
陸
道（
北

国
街
道
）
を
は
じ
め
西
街
道
（
馬
借
街
道
）、
朝

倉
街
道
な
ど
の
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、海
路
で
は
、

越
前
国
府
か
ら
敦
賀
湊み

な
と

ま
で
の
中
継
点
と
し
て
河

野
・
今
泉
浦
、
甲
楽
城
浦
な
ど
を
利
用
し
た
海
上

交
通
が
開
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
様
々
な
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
、
街
道

沿
い
に
は
今
庄
、
鯖
波
、
脇
本
と
い
っ
た
宿し

ゅ
く
え
き駅

が

整
備
さ
れ
る

と
と
も
に
、

国
境（
郡
境
）

に
は
番
所
が

置
か
れ
、
当

時
の
面
影
を

残
す
旧
所
・

名
跡
が
数
多

く
残
っ
て
い

ま
す
。

▲

木
ノ
芽
峠
に
残
る
北
陸
道
の
石
畳


